
・他県や他市町村の動向等を鑑み、市中学校長会で協議、教育長にご説明し、今年度から、

「総合所見」欄の記載を学年末のみとします。また小学校の「連絡」欄も同様に学年末のみの

記載とします。ＰＴＡ役員会において、ご説明いたしましたが、保護者の皆様には、あらためて

文書でお知らせします。教師が子どもと向き合う時間の確保に、ご理解願います。 

 

・写真は、本年度、本校の田植えの様子です。子どもたちの「一瞬」が、とってもよく撮れている

ので、是非、ご覧ください。 

    

  

・今年度、小学校は「主体的に学ぶ力の育成」を目的として、ご家庭には、「学期に２回以上、

家庭学習点検週間や放課後学習の時などに、子どもの家庭学習をする姿 に温かい言葉かけ

をする」と設定。「言葉かけの参考例があれば」というご要望がありましたので、ＰＴＡ役員会で

説明、その後、広報部からも紹介していただきました。担当の後藤美穂子教諭からは、「保護

者の言葉かけは効果があり、その後には、家庭学習の時間が伸びている」とのこと。 

●音読が上手だね●できることが増えたね●私より上手！●もうこんな勉強？すごいね！等 

●今、しなくて大丈夫？●がんばったらアイスだよ●まだまだいける●ナイス！●できるじゃん 

等 その他の「言葉かけ」の例は、ＰＴＡ広報部のＳＮＳをご覧ください。 

 

  

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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また記事には、社会教育課の地域

教育力活性化事業の紹介がありま

す。今年度、地域学校協働活動推進

員８名（本校は村津奈穂さん）等の配

置。具体的な取組として、未来創生塾

（南小：放課後宿題支援 東山小：放

課後学習サポート等）などの補充学

習、自然体験、地域交流の機会の提

供など。「学校や公民館で、子どもた

ちや地域のために市民皆さんの力を

貸してください」とあります。 


